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敬
老
の
日

◆
老
人
の
日
（
9
月
15
日
）・
老
人
週
間
（
9

月
15
日
〜
21
日
）  

　

だ
れ
も
が
健
康
で
安
心
し
て
生
き
が
い
を

も
っ
た
生
活
を
送
る
こ
と
の
で
き
る
長
寿
社
会

を
築
い
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

高
齢
者
の
福
祉
に
つ
い
て
関
心
と
理
解
を
深

め
る
と
と
も
に
、
高
齢
者
自
ら
の
生
活
の
向
上

に
努
め
る
意
欲
を
促
す
こ
と
を
目
的
に
、
平
成

14
年
か
ら
9
月
15
日
を
「
老
人
の
日
」、
こ
の

日
か
ら
21
日
ま
で
を
「
老
人
週
間
」
と
す
る
こ

と
が
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

敬
老
の
日
は
、
平
成
15
年
か
ら
9
月
の
第
3

月
曜
日
（
今
年
は
9
月
20
日
）
に
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

町
の
最
高
齢
者
は
101
歳
の
2
人

祝
　

町
で
は
80
歳
以
上
の
お
年
寄
り
（
8
月
1
日
現
在
）
に
長
寿
を
祝
う
敬
老

祝
い
金
と
赤
い
座
布
団
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
最
高
齢
者
で
１
０
０
歳
を

超
え
た
4
人
の
方
に
は
、
町
長
が
直
接
ご
自
宅
を
訪
問
し
て
、
祝
い
金
と
座

布
団
、
花
束
が
そ
れ
ぞ
れ
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
の
80
歳
以
上
の
お
年
寄
り
は
、
男
性
が
６
２
０
人
、
女
性
が
１
３
０
８

人
合
わ
せ
て
１
９
２
８
人
で
、
町
の
人
口
の
約
６
・
３
％
と
な
り
ま
す
。

　

9
月
20
日
に
は
、
敬
老
の
日
を
祝
し
て
各
地
区
公
民
館
で
、
74
歳
以
上
の

お
年
寄
り
３
９
６
６
人
を
招
待
し
て
敬
老
会
が
催
さ
れ
ま
す
。

中村さくさん
明治36年３月１8日生(101歳)

廣瀬　眞さん
明治36年1月28日生(101歳)

菊地町長からバラの花束を手渡される
100歳を迎えた櫻井正さん

「やわらかいものが嫌いで、かたいご飯
を1時間位かけてゆっくりとよく噛ん
で食べています」と廣瀬さん。健康の
ために気をつけていることは「規則正し
い時間で生活すること」。音楽が好きで、
ときどき大正琴を弾くそうです。

85歳のときまでお店を開いていたとい
う中村さん。人と会うのが好きで、町長
の訪問に「またこのようないいことがあ
りますようにお祈りします」と嬉しそう。
花が好きで、贈られた花束を眺め、終始
にこやかに微笑まれていました。
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長寿者をご紹介します
●平成16年9月1日現在で上位100人の方を掲載しました。【敬称略】

順位 氏　　　名 年齢 性別 世帯主名 地区
1 廣瀬　眞 101 女 廣瀬　マリ子 恋瀬

2 中村　さく 101 女 中村　進好 小桜

3 山田　くま 100 女 山田　光夫 小桜

4 櫻井　正 100 男 櫻井　安夫 林

5 羽生　きく 99 女 羽生　彰 小桜

6 中村　九二 99 男 中村　榮太郎 小幡

7 吉川　よし 99 女 吉川　克 林

8 小松﨑　よし 99 女 小松﨑　金一 柿岡

9 小坂　ふく 99 女 小坂　豊 葦穂

10 島田　りき 99 女 島田　重雄 瓦会

11 関　しな 98 女 関　しな 小桜

12 岡﨑　志け 98 女 岡﨑　忠 小桜

13 田中　イチ 98 女 田中　剛栄 園部

14 岡本　冨美 98 女 岡本　浩史 園部

15 谷島　まつ 98 女 谷島　洋司 瓦会

16 岡崎　きく 98 女 岡崎　幸一 小桜

17 磯　とき 97 女 磯　とき 葦穂

18 福島　きん 97 女 福島　一彦 恋瀬

19 小川　さき 97 女 小川　廣雄 葦穂

20 廣瀬　み 97 女 廣瀬　和已 小幡

21 小松﨑　こう 97 女 小松﨑　勝美 柿岡

22 海老沢　さき 97 女 海老沢　秀 園部

23 飯田　くら 97 女 飯田　秀雄 葦穂

24 倉木　ゑい 97 女 倉木　喜一 柿岡

25 眞家　耕三 96 男 眞家　彌太郎 瓦会

26 岡野　時雄 96 男 岡野　新吉 園部

27 大図　みき 96 女 大図　利男 恋瀬

28 瀧田　けい 96 女 瀧田　礼子 柿岡

29 友部　一郎 96 男 友部　敏英 園部

30 松岡　ミヨシ 96 女 松岡　元義 恋瀬

31 田中　馨 96 男 田中　克已 葦穂

32 富田　せい 96 女 富田　晴彦 小幡

33 永島　吉太郎 96 男 永島　吉太郎 葦穂

34 鈴木　みい 96 女 鈴木　みい 小幡

35 菱沼　なか 96 女 菱沼　弘志 園部

36 山本　　ね 96 女 山本　來迎 園部

37 比氣　若之助 96 男 比氣　良治 柿岡

38 萩ノ谷　文作 96 男 萩ノ谷　浩史 林

39 松延　　つ 96 女 松延　茂 小桜

40 仲村　しん 95 女 仲村　浩 瓦会

41 岡本　林太郎 95 男 岡本　賢一 恋瀬

42 福澤　ユキヱ 95 女 福澤　計子 林

43 岡野　よし 95 女 岡野　よし 葦穂

44 藤岡　さの 95 女 藤岡　さの 葦穂

45 小松﨑　志 95 女 小松﨑　一成 小桜

46 高桒　みよ 95 女 高桒　茂 園部

47 櫻井　きよ 95 女 櫻井　量一郎 小幡

48 藤岡　いち 95 女 藤岡　慶一 恋瀬

49 入江　つね 95 女 入江　公明 恋瀬

50 金沢　うめ 95 女 吉田　巌 園部

順位 氏　　　名 年齢 性別 世帯主名 地区
51 三輪　いく 95 女 三輪　とも 林

52 山田　きく 95 女 山田　保 園部

53 小松﨑　きく 95 女 小松﨑　清 柿岡

54 川井　　る 95 女 川井　ユキ 林

55 鈴木　曹吉 95 男 鈴木　健就 柿岡

56 神生　ふさ 95 女 神生　恭利 葦穂

57 沼口　せん 95 女 沼口　好夫 瓦会

58 鈴木　千代 94 女 鈴木　信一郎 瓦会

59 関　しな 94 女 関　甲太郎 小桜

60 市塚　みき 94 女 市塚　昇 林

61 櫻井　しげ 94 女 櫻井　勝則 恋瀬

62 石田　　り 94 女 石田　耕造 瓦会

63 大場　すゑ 94 女 大場　すゑ 葦穂

64 渕岡　まつ 94 女 渕岡　勇 柿岡

65 木村　幸一 94 男 木村　昭 林

66 仲村 94 女 仲村　幸江 小桜

67 荒井　ゆき江 94 女 保坂　操 葦穂

68 野村　ひで 94 女 野村　信一 瓦会

69 眞家　松子 94 女 眞家　彌太郎 瓦会

70 馬立　　ゑ 94 女 馬立　文雄 葦穂

71 遠藤　ハルノ 94 女 遠藤　珠美 恋瀬

72 高橋　あさ 94 女 高橋　元一 恋瀬

73 冨田　とく 94 女 冨田　敏和 林

74 鈴木　さた 94 女 鈴木　好雄 葦穂

75 櫻井　熊太郎 94 男 櫻井　熊太郎 園部

76 幕内　幸平 94 男 横田　秀徳 園部

77 田口　フジ 94 女 田口　定男 柿岡

78 比企　廣 94 男 比企　儀一 瓦会

79 加賀　とも 94 女 加賀　寿夫 園部

80 嶋田　光 94 男 嶋田　一夫 小幡

81 菱沼　かね 94 女 菱沼　義廣 園部

82 石田　つる 94 女 石田　守 瓦会

83 富田　や 94 女 富田　猪一郎 小幡

84 市塚　みつ 93 女 市塚　常正 林

85 中島　留次郎 93 男 中島　實 園部

86 鈴木　秋之助 93 男 鈴木　光一 園部

87 岡田　あき 93 女 岡田　好且 葦穂

88 永井　栄 93 男 永井　重則 園部

89 田山　かつ 93 女 田山　豊 園部

90 佐藤　さた 93 女 佐藤　健三 恋瀬

91 岩田　雅康 93 男 岩田　雅康 柿岡

92 真家　寛一郎 93 男 真家　寛 園部

93 郡司　せつ 93 女 郡司　政之丞 恋瀬

94 月岡　ます 93 女 月岡　朗 林

95 櫻井　美恵子 93 女 櫻井　美恵子 小幡

96 鎌田　ゆう 93 女 鎌田　ゆう 柿岡

97 赤羽根　ゆき 93 女 赤羽根　實 柿岡

98 三輪　みつ 93 女 三輪　圭市 葦穂

99 関　なを 93 女 関　肇 小幡

100 藤岡　孝夫 93 男 藤岡　文雄 恋瀬
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_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/  税務署・町からのお知らせ  _/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/

農業所得の計算は収支計算で

平成18年分からすべての方が収支計算となります

収支計算をすると

収支計算をするには

収支計算は難しくない

青色申告って？

　所得金額は、収入金額から必要経費を差し引いて計算（収支計算）することが原則です。

　税務署と町では、どうしても収支計算が困難だという方に経費の目安を提供してきましたが、

平成 18年分以降は、すべての方が収支計算をすることとなります。

＊前年の収入金額によって、次のように収支計算に移行していくこととされています。

　前年の収入が３００万円以上の方・・・・・・・・・・ 平成 16年分から収支計算

　前年の収入が２００万円以上３００万円未満の方・・・ 平成 17年分から収支計算

　すべての方・・・・・・・・・・・・・ 平成 18年分から収支計算

　ご自分の経営状態の把握ができるとともに、損失が出た年には、その損失を給与などの他の所

得から差し引いて計算することができます。

　可能な方は、お早めに収支計算を行うことをお勧めします。

　農業所得に関係する、伝票（出荷伝票）や、領収書を保存し、集計することが必要です。

　伝票等の紛失や、集計漏れを避けるためにも、帳簿などへ記帳することをお勧めします。また、

税務署・町には、月々の収入金額や必要経費を記録する用紙を備え付けてありますので、ぜひご

利用ください。

　収入や、必要経費の計上方法などでわからない点がある場合は、土浦税務署および八郷町役場

税務課の窓口にお尋ねください。

　また、収支計算が初めての方を対象とした説明会も行っておりますので、参加を希望される方

は、下記のところ（※）までお問い合わせください。

　青色申告をすると、白色申告に比べて所得の計算が有利な、青色申告特別控除や、青色事業専

従者給与の適用があります。

　同じ記帳をするなら、特典のある青色申告をぜひご利用ください。

※ 問い合わせ先 土浦税務署　TEL029-822-1100

 役場１階税務課　内線 1131 ～ 1133
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国
民
年
金
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方

は
、
毎
年
一
回
、
誕
生
月
に
現
況
届

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
こ
れ
は
、

あ
な
た
が
引
き
続
き
年
金
を
受
け
る

権
利
が
あ
る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る

た
め
の
大
事
な
届
で
す
。

　

現
況
届
は
、
誕
生
月
の
初
め
頃
に

社
会
保
険
業
務
セ
ン
タ
ー
か
ら
送
ら

れ
て
き
ま
す
。
あ
な
た
の
住
所
、
氏

名
の
ほ
か
、
加
給
年
金
額
対
象
者
の

氏
名
な
ど
を
記
入
し
、
切
手
を
貼
っ

て
お
送
り
く
だ
さ
い
。
な
お
、
社
会

保
険
業
務
セ
ン
タ
ー
に
、
誕
生
月
の

末
日
ま
で
に
届
く
よ
う
に
投
函
し
て

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
ご
自
分
で
は
記
入
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
た
め
、
親
族
な
ど
の

方
が
記
入
さ
れ
る
場
合
は
、
受
給
権

者
の
欄
や
加
給
年
金
額
対
象
者
の
欄

を
漏
れ
な
く
記
入
の
上
、「
代
理
人

署
名
欄
」
に
代
筆
者
の
氏
名
、
住
所

な
ど
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

　

現
況
届
の
提
出
が
遅
れ
た
り
、
提

出
さ
れ
な
か
っ
た
り
し
た
と
き
に

は
、
年
金
の
支
払
い
が
一
時
止
ま
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。
た
だ
し
、
年
金
の
支
払
い
が

一
時
止
ま
っ
た
場
合
で
も
、
現
況
届

が
社
会
保
険
業
務
セ
ン
タ
ー
に
届
き

次
第
、
随
時
、
止
ま
っ
た
期
間
分
を

遡
っ
て
年
金
を
お
支
払
い
い
た
し
ま

す
（
支
払
い
ま
で
一
〜
二
か
月
程
度

か
か
り
ま
す
）。

　

詳
し
い
こ
と
は
、
お
近
く
の
社
会

保
険
事
務
所
や
年
金
相
談
セ
ン
タ
ー

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

＊
老
齢
福
祉
年
金
や
二
十
歳
前
の

障
害
に
よ
る
障
害
基
礎
年
金
の
受
給

者
の
方
は
、
毎
年
、
指
定
さ
れ
た
期

限
ま
で
に
住
所
地
の
市
区
町
村
に
お

出
し
く
だ
さ
い
。

　

＊
受
け
て
い
る
年
金
の
種
類
な
ど

に
よ
っ
て
、
医
師
ま
た
は
歯
科
医
師

の
診
断
書
や
レ
ン
ト
ゲ
ン
フ
ィ
ル
ム

が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

誕
生
月
が
来
た
と
き
は

現
況
届
の
提
出
を

 問い合わせ先

役場１階　国保医療課

内線 1123

ねん
きん
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合
併
協
議
会
解
散
の
説
明
会
開
催
さ
れ
る

美
野
里
町
・
玉
里
村
・
八
郷
町
・
石
岡
市

　
　
　
　
　
　

  

合
併
協
議
会
は
解
散
し
ま
し
た

　

平
成
16
年
7
月
29
日
、
美
野
里
町
・
玉
里
村
・
石
岡
市
の
3
市
町
村
議
会
議
長
名
で
合
併
協
議

会
解
散
の
申
入
書
が
合
併
協
議
会
会
長
宛
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。　

　

7
月
30
日
に
開
催
さ
れ
た
第
14
回
合
併
協
議
会
の
中
で
、
追
加
議
案
と
し
て
取
り
扱
う
こ
と
が

承
認
さ
れ
、「
美
野
里
町
・
玉
里
村
・
八
郷
町
・
石
岡
市
合
併
協
議
会
の
解
散
に
つ
い
て
」
の
議

案
が
全
会
一
致
で
了
承
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
て
、
4
市
町
村
の
各
議
会
に
お
い
て
合
併
協
議
会
廃
止
の
議
案
が
承
認
さ
れ
、
8

月
31
日
を
も
っ
て
、
合
併
協
議
会
は
解
散
し
ま
し
た
。

合併協議会の解散にあたって

　美野里町、玉里村、八郷町及び石岡市 － 深い関わりをもつ4市町村が、新しい時代に
対応したまちづくりを目指そうと合併協議会を立ち上げたのは、昨年の5月でした。
　以来、14回の協議会を重ねて、協議項目は46項目中約8割の項目が合意に至っていま
した。
　このような合併調印を目前にした状況で、今回合併協議会の解散という辛い選択をしな
ければならなかったのは誠に残念なことで、会長・副会長の職責を十分果たせなかったこ
との責任を痛感しているところです。
　合併協議会の運営にあたっては、多くの方々から絶大なご協力をいただきました。特に
協議会の委員さんには月末の多忙な時期、長時間にわたって協議を重ねていただきました
ことに深く感謝を申し上げます。また、住民インタビューやワークショップ、住民懇談会
においても熱心な方々が大勢参加していただけたことも印象的でした。
　そのほか、住民アンケートや新市名称への応募など、多くの住民参加のもと合併への基
礎づくりが一歩一歩進められてきました。毎回大勢の傍聴者がいたこともこの協議会の特
徴で、合併に対する関心と期待の高さを物語っていました。
　それら住民の声が結実することなく協議会が解散に至ったことは大変残念なことで、心
から申し訳なく思う次第です。あらためて11万7千余の住民の方々に、心からお詫びを
申し上げるものです。
　しかし、解散という残念な結果ではありましたが、3議長の申し入れのとおり今回の解
散は「この地域の合併の可能性を継承し、友好的な関係を保っていくために、協議会を発
展的に解消する」ものです。
　美野里町、玉里村、八郷町及び石岡市は、地理的・歴史的ばかりでなく、生活圏や広域
行政の面でもつながりの強い地域です。
　これからも、4市町村は広域行政などを通じて、引き続き良き隣人同士として協力関係
を継続していくとともに、この地域の一層の発展のため信頼関係を築いていかなければな
らないと考えています。今回の解散は、「新たなまちづくりへ向けての再スタート」とご
理解いただき、これからもご支援とご協力をいただくようお願い申し上げ、ごあいさつと
させていただきます。

　　　　平成16年8月

美野里町・玉里村・八郷町・石岡市合併協議会
会　長　美野里町長　島田　穣一　　
副会長　石岡市長　　横田　凱夫　　
　〃　　八郷町長　　菊地　武雄　　
　〃　　玉里村長　　鶴町　和夫　　

　

合
併
協
議
会
の
解
散
に
至
る
経
過
な
ど
に
つ
い
て
の
説
明
会
が
、

8
月
22
日
か
ら
25
日
に
か
け
て
役
場
会
議
室
・
小
幡
地
区
公
民
館
・

恋
瀬
地
区
公
民
館
・
園
部
地
区
公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

●
第
12
回
協
議
会
（
平
成
16
年
5
月
31
日
）
会
議
冒
頭
に
石
岡
市
の
委
員
か
ら
「
玉
里
村
の

住
民
か
ら
出
さ
れ
た
小
川
町
・
美
野
里
町
と
の
合
併
協
議
会
設
置
の
住
民
発
議
の
署
名
が
わ

ず
か
１
週
間
で
有
権
者
の
４
分
の
１
を
超
え
る
数
が
集
ま
っ
た
。
こ
の
法
的
な
手
続
き
が
終

了
す
る
ま
で
協
議
を
休
止
し
て
は
ど
う
か
。」
と
い
う
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
た
協
議
の
結
果
、「
こ
れ
ま
で
ど
お
り
協
議
会
を
進
め
た
い
。」
と
の
説
明
が

あ
り
ま
し
た
が
、
協
議
会
再
開
時
に
は
、
市
長
ほ
か
１
名
を
除
く
石
岡
市
の
委
員
７
名
が
退

席
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
協
議
は
次
回
へ
繰
り
越
さ
れ
ま
し
た
。　

●
第
13
回
協
議
会
（
平
成
16
年
6
月
30
日
）
石
岡
市
の
市
長
を
含
む
８
名
が
、「
玉
里
村
の
住

民
発
議
が
解
決
し
て
い
な
い
こ
と
。
新
市
の
名
称
も
、
住
民
の
意
向
を
十
分
に
把
握
し
た
上
で

最
終
的
判
断
を
す
る
必
要
が
あ
る
」
と
い
う
理
由
で
欠
席
し
た
中
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
市
の
名
称
は
、「
常
陸
野
市
」に
、合
併
の
期
日
は
平
成
17
年
3
月
22
日
に
決
定
し
ま
し
た
。

●
第
14
回
協
議
会
（
平
成
16
年
7
月
30
日
）
会
長
宛
に
提
出
さ
れ
た
石
岡
市
・
玉
里
村
・
美

野
里
町
議
会
の
３
議
長
か
ら
の
申
入
書
（
平
成
16
年
7
月
29
日
提
出
）
が
朗
読
さ
れ
、
議
題

と
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
こ
数
回
の
合
併
協
議
会
に
お
い
て
、
関
係
市
町
村
の
考
え
方
の
違
い
が
目
立
つ
よ
う

に
な
る
な
ど
、
協
議
の
実
質
的
進
展
が
見
ら
れ
な
い
と
し
て
「
将
来
に
当
地
域
の
合
併
の
可

能
性
を
継
承
し
て
い
く
た
め
に
も
、
４
市
町
村
が
培
っ
て
き
た
友
好
的
な
関
係
を
保
ち
つ

つ
、
合
併
協
議
の
場
を
発
展
的
に
解
消
す
べ
き
と
の
結
論
に
達
し
た
。」
と
の
申
入
書
に
対
し

て
、
一
部
の
委
員
か
ら
「
将
来
へ
の
可
能
性
と
い
う
申
し
入
れ
な
ら
ば
、
休
止
で
も
良
い
の

で
は
な
い
か
。」
と
い
う
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
が
、全
会
一
致
で
解
散
が
了
承
さ
れ
ま
し
た
。

第
3
回
八
郷
町
議
会
臨
時
会

　

8
月
30
日
、
第
3
回
八
郷
町
議
会
臨
時
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
案
件
は
、
報
告

が
1
件
、
議
案
が
1
件
で
す
べ
て
原
案
の
と
お
り
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

○
報
告　

専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て

　

平
成
15
年
度
国
補
特
環
管
渠
工
事
第
２
０
７
号
の
工
事
請
負
契
約
の
変
更

○
議
案　

美
野
里
町
・
玉
里
村
・
八
郷
町
・
石
岡
市
合
併
協
議
会
の
廃
止
に
つ
い
て

　

本
案
は
、
地
方
自
治
法
第
２
５
２
条
の
６
の
規
定
に
基
づ
き
、
美
野
里
町
・
玉
里

村・八
郷
町・石
岡
市
合
併
協
議
会
を
平
成
16
年
8
月
31
日
を
も
っ
て
廃
止
す
る
も
の
で
す
。

◆
解
散
ま
で
の
経
過
◆

●問い合わせ先
役場3階　企画課
内線　1324





み
ん
な
で
守
ろ
う　

子
ど
も
の
人
権

複
雑
化
す
る
子
ど
も
の
人
権
侵
害

　

い
じ
め
や
体
罰
、
児
童
虐
待―

―

こ

う
し
た
子
ど
も
の
人
権
問
題
は
、
多
く

の
場
合
、
周
囲
の
目
に
つ
き
に
く
い
と

こ
ろ
で
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
被
害
者
で
あ
る
子
ど
も
自

身
も
、
そ
の
被
害
を
外
部
に
訴
え
る
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
り
、
身
近
な
人
に

話
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
り
す
る
た

め
、
重
大
な
結
果
に
い
た
っ
て
初
め
て

気
づ
く
と
い
う
例
が
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。

・　

い
じ
め

　

最
近
の
子
ど
も
の
い
じ
め
は
、
子

ど
も
が
考
え
た
と
は
思
わ
れ
な
い
ほ
ど

陰
湿
で
深
刻
な
も
の
が
多
く
、
そ
の
態

様
も
次
第
に
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
て
い
ま

す
。い
じ
め
は
重
大
な
人
権
侵
害
で
す
。

い
じ
め
が
繰
り
返
さ
れ
る
こ
と
で
、
大

き
な
苦
痛
と
な
り
、
回
復
し
が
た
い
傷

と
も
な
り
ま
す
。

・　

体
罰

　

体
罰
は
、
い
じ
め
の
モ
デ
ル
に
な

っ
た
り
、
校
内
で
の
暴
力
容
認
の
雰
囲

気
を
つ
く
り
出
し
た
り
す
る
な
ど
、
児

童
・
生
徒
の
い
じ
め
や
不
登
校
を
誘
発
・

助
長
す
る
要
因
に
な
る
と
も
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
教
員
に
よ
る
体
罰
は
、
学

校
教
育
法
で
明
確
に
禁
止
さ
れ
て
い
ま

す
。

・　

児
童
虐
待

　

助
け
を
求
め
る
こ
と
を
意
思
表
示
で

き
な
い
よ
う
な
幼
児
や
児
童
を
、
親
な

ど
が
虐
待
す
る
事
件
が
多
発
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
児
童
買
春
や
性
的
虐
待
な

ど
、
児
童
の
商
業
的
性
的
搾
取
の
問
題

も
国
内
外
で
深
刻
に
な
っ
て
い
ま
す
。

虐
待
は
、
大
人
が
そ
の
権
力
を
乱
用
し

た
、
子
ど
も
へ
の
人
権
侵
害
で
す
。

ま
ず
は
大
人
自
身
の
意
識
改
革
を

　

少
子
高
齢
化
や
高
度
情
報
化
な
ど
に

よ
る
社
会
環
境
の
変
化
は
、
子
ど
も
に

さ
ま
ざ
ま
な
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。

特
に
、
日
常
生
活
に
お
け
る
体
験
や
人

と
の
か
か
わ
り
あ
い
な
ど
の
不
足

が
、
子
ど
も
の
社
会
性
や
思
い
や
り

の
心
を
育
ち
に
く
く
し
て
い
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
同
時
に
、
受
験
に

よ
る
ス
ト
レ
ス
や
、
情
報
の
は
ん
ら

ん
な
ど
の
社
会
風
潮
も
、
子
ど
も
の

健
全
な
発
達
を
阻
害
し
て
い
ま
す
。

　

他
人
に
対
す
る
思
い
や
り
や
命
の

大
切
さ
は
、
大
人
が
身
を
も
っ
て
子

ど
も
に
教
え
る
も
の
で
す
。
こ
う
し

た
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
は
、
ま

ず
は
大
人
自
身
か
ら
意
識
改
革
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

子
ど
も
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
に
気
づ
い
た
ら

　

全
国
の
法
務
局
・
地
方
法
務
局
に

設
置
さ
れ
た
人
権
相
談
所
や
専
用
相

談
電
話「
子
ど
も
の
人
権
一
一
〇
番
」

で
は
、
子
ど
も
か
ら
だ
け
で
な
く
大

人
か
ら
も
、
子
ど
も
の
人
権
に
関
す

る
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
相
談
は

無
料
で
、
内
容
に
つ
い
て
の
秘
密
は

厳
守
さ
れ
ま
す
。
子
ど
も
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ

に
気
づ
い
た
ら
、
近
く
の
法
務
局
の

人
権
相
談
所
な
ど
に
相
談
し
ま
し
ょ

う
。

　

な
か
な
か
実
態
が
つ
か
み
に
く
い

子
ど
も
の
人
権
問
題
。
子
ど
も
の
Ｓ

Ｏ
Ｓ
に
早
め
に
気
づ
く
た
め
に
も
、

日
ご
ろ
か
ら
子
ど
も
と
会
話
を
交
わ

す
な
ど
、
不
安
な
く
話
の
で
き
る
関

係
を
築
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

い
じ
め
、
体
罰
、
児
童
虐
待
な
ど
、
子
ど
も
の
人
権
問
題
が
大
き
な
社

会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
が
心
の
豊
か
さ
や
ゆ
と
り
を
大
切
に

し
な
が
ら
、
社
会
の
中
で
健
や
か
に
成
長
し
て
い
く
た
め
に
は
、
子
ど
も

も
一
個
人
と
し
て
最
大
限
に
尊
重
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
そ
の
こ
と

を
、
ま
ず
は
大
人
自
身
が
自
覚
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
の

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
人
権
に
つ
い
て
、
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

児童虐待には4つの種類があります～児童虐待問題が深刻化しています～

身体的虐待

　たたく、ける、床に投げ

つける、首を絞める、夜間や

真冬に戸外に閉め出す、タバ

コの火を押し付けるなどの行

為。

性的虐待

　子どもに対し性的ないたず

らや、性的関係を強要したり

すること。近親相姦もこれに

当たる。場合によっては、子

どもに異性への嫌悪感を植え

付け、子どもの心身に大きな

傷を残す。

教育の怠慢（ネグレクト）

　食事を与えない、着替えや

入浴・洗濯など身の回りの世

話をしない、病気やけがをし

ても医者にみせない、学校に

行かず閉じ込めるなど。極端

な場合には栄養不良や脱水症

で死に至る。

心理的虐待

　「お前なんか生まれなけれ

ばよかった」「お前なんかい

ない方がよい」等のひどい言

葉で子どもを傷つけたり、子

どもの存在を全く無視した

り、他の兄弟姉妹と著しく差

別するなど。

人権コーナー

※本文と写真は関係ありません
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の
安
全
の
た
め
に
も
朝
早
く
確
認
し
な

い
と
い
け
な
い
そ
う
で
す
。

　

確
認
が
終
わ
っ
た
午
前
8
時
、
隊
員

が
集
合
し
、
鉄
砲
に
よ
る
駆
除
の
打
ち

合
わ
せ
を
行
い
ま
す
。
こ
の
日
は
、
瓦

会
・
部
原
・
片
岡
・
柴
間
地
区
を
重
点

的
に
行
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

事
前
に
、
被
害
の
あ
っ
た
田
畑
か
ら

足
跡
を
追
っ
て
、
潜
ん
で
い
る
場
所
は

特
定
し
て
あ
り
ま
す
。

　

隊
長
を
中
心
に
、
猟
犬
を
使
っ
て
イ

ノ
シ
シ
を
追
跡
し
追
い
立
て
る「
せ
こ
」

役
、
イ
ノ
シ
シ
を
待
ち
伏
せ
、
射
止
め

る
「
た
つ
」
役
が
決
め
ら
れ
、
危
険
防

止
の
た
め
の
約
束
事
を
互
い
に
確
認
し

た
後
、
隊
員
が
各
々
配
置
に
つ
き
ま
し

た
。

　

同
行
班
は
、「
せ
こ
」
役
と
行
動
を

共
に
し
ま
し
た
が
、
前
が
見
え
な
い
よ

う
な
シ
ノ
藪
の
中
で
の
追
跡
は
、
む
せ

か
え
る
よ
う
な
暑
さ
と
、
い
つ
ど
こ
か

ら
イ
ノ
シ
シ
が
飛
び
出
し
て
く
る
か
わ

か
ら
な
い
緊
張
感
が
あ
り
ま
し
た
。
せ

こ
役
は
猟
犬
と
と
も
に
足
跡
を
追
い
ひ

と
つ
の
足
跡
か
ら
、
そ
れ
が
新
し
い
も

の
か
、
古
い
も
の
か
、
何
頭
一
緒
に
行

動
し
て
い
る
か
な
ど
瞬
時
に
判
断
し
、

ね
ぐ
ら
に
迫
っ
て
い
き
ま
す
。

　

追
う
こ
と
1
時
間
、
前
を
歩
い
て

い
た
猟
犬
が
急
に
吠
え
走
り
出
し
ま
し

た
。「
イ
ノ
シ
シ
発
見
」、
無
線
に
よ
り

隊
員
全
員
に
伝
え
ら
れ
、
一
斉
に
緊
張

が
走
り
ま
す
。
そ
れ
か
ら
約
1
時
間
余

り
追
跡
し
、
逃
げ
回
っ
た
イ
ノ
シ
シ
を

射
止
め
た
時
に
は
、
午
後
1
時
を
過

ぎ
て
い
ま
し
た
。
隊
員
の
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
が
あ
っ
て
こ
そ
の
成
果
と
い
え
ま
す

が
、
駆
除
す
る
労
力
は
た
い
へ
ん
な
も

の
が
あ
り
、
こ
れ
を
10
日
間
連
続
で

　

8
月
26
日
、
イ
ノ
シ
シ
の
駆
除
に
農

政
課
職
員
が
同
行
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
駆
除
は
、
水
稲
や
柿
、
栗
、

飼
料
用
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
な
ど
が
収
穫
期

を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
被
害
が
大
き
く

な
る
前
に
駆
除
し
よ
う
と
8
月
21
日
か

ら
30
日
ま
で
の
10
日
間
実
施
し
た
も
の

で
す
。

　

駆
除
隊
は
、
鈴
木
哲
夫
隊
長
の
も
と

23
名
で
編
成
さ
れ
、
こ
の
道
の
ベ
テ
ラ

ン
揃
い
で
す
。

　

駆
除
隊
の
一
日
は
、
早
朝
4
時
、
前

日
し
か
け
た
ワ
ナ
の
確
認
か
ら
始
ま
り

ま
す
。イ
ノ
シ
シ
は
夜
行
動
す
る
た
め
、

夜
中
に
掛
か
る
ケ
ー
ス
が
多
く
、
周
辺

有
害
鳥
獣
駆
除
隊
同
行
記

　

収
穫
を
目
前
に
控
え
た
稲
、
栗
、
柿
な
ど
の
農
作
物
や
、
大
切
に
育
て
て
き

た
家
庭
用
野
菜
な
ど
を
お
構
い
な
し
に
食
べ
荒
ら
す
イ
ノ
シ
シ
、
カ
ラ
ス
の
被

害
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

イ
ノ
シ
シ(

現
在
は
イ
ノ
ブ
タ
が
多
い)

は
繁
殖
力
が
高
く
、行
動
範
囲
も
広

い
た
め
、
山
間
部
を
中
心
に
広
い
地
域
で
農
作
物
へ
の
被
害
が
出
て
い
ま
す
。

　

近
年
、
山
林
は
荒
れ
る
一
方
で
、
身
を
隠
し
や
す
く
、
人
が
近
寄
れ
な
い
シ

ノ
藪
な
ど
が
イ
ノ
シ
シ
の
格
好
の
住
処
と
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
同
じ
く
、

カ
ラ
ス
も
人
里
に
近
い
山
林
を
住
処
と
し
、
集
団
で
果
樹
園
な
ど
に
現
れ
、
被

害
を
与
え
て
い
ま
す
。
イ
ノ
シ
シ
、
カ
ラ
ス
と
も
に
ず
る
が
し
こ
く
、
警
戒
心

が
強
い
た
め
、
防
除
の
方
法
も
農
家
と
の
知
恵
比
べ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
季
節
を
問
わ
ず
被
害
の
報
告
が
町
へ
寄
せ
ら
れ
ま

す
。
町
で
は
農
家
な
ど
か
ら
被
害
届
け
を
受
け
「
八
郷
町
有
害
鳥
獣
駆
除
隊
」

へ
駆
除
を
依
頼
し
て
い
ま
す
。
今
月
号
で
は
、
有
害
鳥
獣
駆
除
隊
の
活
躍
を
農

政
課
職
員
が
同
行
し
た
一
日
の
行
動
を
も
と
に
ご
紹
介
し
ま
す
。

イ
ノ
シ
シ
・
カ
ラ
ス

続
け
る
隊
員
に
は
頭
が
下
が
る
思
い
で

す
。

　

今
回
の
期
間
中
で
イ
ノ
シ
シ
16
頭
、

カ
ラ
ス
２
２
０
羽
を
駆
除
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
が
、
増
え
続
け
る
被
害
を
食

い
止
め
る
た
め
に
駆
除
隊
の
役
割
は
重

要
で
す
。

  

地
域
の
皆
さ
ん
に
は
、
有
害
鳥
獣
駆

除
に
対
す
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
引
き

続
き
お
願
い
し
ま
す
と
と
も
に
、
被
害

が
あ
っ
た
場
合
は
す
ぐ
役
場
農
政
課
ま

で
ご
一
報
く
だ
さ
い
。

　

●
問
い
合
わ
せ
先

　
　
　

 

役
場
2
階　

農
政
課

　
　
　

内
線　

１
２
１
０

イノシシの被害を受けた水田

鉄砲による駆除の打ち合わせ

シノ藪の中を追跡中

駆除したカラス
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八
郷
町
の
保
存
樹
は
、
町
の
素
晴
ら
し
い
自
然
環
境
を
守
る
こ
と
と
、

町
民
の
皆
さ
ま
に
親
し
ま
れ
る
美
し
い
眺
め
と
、
美
し
い
自
然
の
風
景
な

ど
の
も
つ
お
も
む
き
を
維
持
す
る
た
め
に
、
貴
重
な
名
木
、
巨
木
を
保
存

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
保
存
樹
を
認
定
し
て
い
ま
す
。

　

町
の
保
存
樹
は
、
平
成
15
年
度
現
在
45
本
が
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
今

月
号
か
ら
保
存
樹
を
紹
介
し
ま
す
。

　

こ
の
桜
並
木
は
本
校
の
歴
史
と
大
き
く
係

わ
っ
て
き
た
。
昭
和
11
年
校
地
東
半
分
に
旧

小
桜
小
と
旧
旭
小
を
統
合
し
た
小
桜
小
が
新

設
さ
れ
た
と
き
、
旧
校
地
に
あ
っ
た
桜
を
移

植
し
た
こ
と
に
始
ま
る
。
そ
の
後
、
昭
和
25

年
小
桜
中
が
校
地
西
隣
に
造
ら
れ
た
と
き
、

同
種
の
桜
が
植
え
ら
れ
、
さ
ら
に
補
植
を
重

ね
な
が
ら
今
で
は
２
０
０
㍍
に
及
ぶ
桜
並
木

に
な
っ
た
。
昭
和
39
年
小
桜
中
は
南
中
に

統
合
さ
れ
て
移
転
し
校
地
全
体
が
小
桜
小
に

な
っ
た
。
町
一
番
の
桜
並
木
は
本
校
の
誇
り

で
あ
り
、
地
域
や
道
行
く
人
々
を
楽
し
ま
せ

て
い
る
。

●
樹
種
名　

ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ

●
所
在
地　

川
又
７
４
６
番
地

●
管
理
者　

八
郷
町
立
小
桜
小
学
校

●
並
木
の
長
さ　

２
０
０
㍍

小
桜
小
学
校
の
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
並
木

　

県
道
石
岡
・
下
館
線
の
拡
幅
工
事
で
根
元

ま
で
削
ら
れ
な
が
ら
隆
々
と
盛
り
上
が
る
根

張
り
・
付
近
一
帯
を
覆
う
樹
冠
か
ら
も
こ
の

樹
の
生
命
力
を
感
じ
る
。
言
い
伝
え
に
よ
れ

ば
、
日
露
戦
争
凱
旋
記
念
（
１
９
０
５
年
）

に
当
校
の
先
輩
が
台
湾
か
ら
持
ち
帰
っ
た
苗

木
を
植
え
た
も
の
と
い
わ
れ
樹
齢
は
１
０
０

年
と
推
定
さ
れ
る
。
ク
ス
ノ
キ
は
、
樹
命
が

林小学校の
　　　　クスノキ

長
く
樹
高
50
㍍
に
育
つ
こ
と
か
ら
も
、
こ
れ

か
ら
成
長
す
る
少
年
期
の
樹
と
い
え
る
。

●
樹
種
名　

ク
ス
ノ
キ

●
所
在
地　

下
林
８
５
７
番
地

●
管
理
者　

八
郷
町
立
林
小
学
校

●
幹
周　
　

３
・
９
㍍

●
樹
高　
　

21
・
５
㍍

●
推
定
樹
齢　

１
０
０
年

八
郷
町
の

　

神
社
創
建
は
大
同
2(

８
０
７)

年
と
さ

れ
る
。
伝
承
に
よ
れ
ば
そ
れ
を
遡
る
こ
と
数

百
年
、
日
本
武
尊
は
東と

う
せ
い征

の
折
当
地
に
立
ち

寄
っ
た
が
時
ま
さ
に
風ふ

せ
い
げ
っ
ぱ
く

清
月
白
、
夜
を
徹
し

て
月
を
賞め

で
、
こ
れ
が
地
名
の
由
来
と
な
っ

た
と
い
う
。
境
内
に
は
、
御
神
木
の
ス
ダ
ジ

イ
や
ス
ギ
を
始
め
と
し
て
モ
ミ
、シ
ラ
カ
シ
、

コ
ナ
ラ
な
ど
の
巨
木
老
木
が
点
在
し
、
そ
れ

ら
の
間
を
埋
め
尽
く
す
下
生
え
と
相
俟
っ
て

鬱
そ
う
た
る
樹じ

ゅ
そ
う叢

を
形
成
し
て
い
る
。な
お
、

参
道
を
出
て
左
に
10
㍍
ほ
ど
進
む
と
、
道
路

左
手
に
ス
ギ
と
シ
ラ
カ
シ
が
身
を
寄
せ
合
う

よ
う
に
し
て
そ
そ
り
立
つ
合
体
樹
が
あ
る
。

●
所
在
地　

月
岡
１
２
３
８
番
地

●
管
理
者　

香
取
神
社
氏
子
総
代

月
岡
香
取
神
社
の
樹じ

ゅ

そ

う叢
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猛
暑
も
終
わ
り
、
秋
風
が
肌
に
優
し

く
感
じ
る
季
節
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

実
り
の
秋
の
到
来
で
す
。食
欲
も
わ
き
、

果
物
等
食
べ
過
ぎ
て
し
ま
い
や
す
く
な

り
ま
す
。
も
う
一
口
を
控
え
腹
七
分
目

を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。
自
然
を
眺
め
な

が
ら
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
始
め
て
み
る

の
も
よ
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
　

保
健
セ
ン
タ
ー　

保
健
師　

桒
原

　
　

医
療
終
了
後
も
継
続
し
て
訓
練
を

行
う
必
要
の
あ
る
人

　

心
身
の
機
能
が
低
下
し
て
い
る
人

　

座
れ
る
人
（
車
椅
子
で
も
可
）

　

通
所
で
き
る
人

実
施
日
、
時
間

　

毎
週
木
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）

　

＊
月
２
回
は
、
理
学
療
法
士
の
個

　
　

別
指
導
あ
り

　

午
前
9
時
30
分
か
ら
11
時
30
分

場
所

　

八
郷
町
保
健
セ
ン
タ
ー

内
容

　

医
療
と
し
て
行
わ
れ
る
機
能
訓
練

と
は
異
な
り
ま
す
。

・
歩
行
、
起
き
あ
が
り
な
ど
の
基
本

的
動
作
の
訓
練

・
転
倒
予
防
、
尿
失
禁
予
防
、
体
力

増
進
な
ど
を
目
的
と
し
た
体
操

・
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
及
び
ス
ポ
ー

ツ
等

　

現
在
、
理
学
療
法
士
・
岡
安
先
生
の
、

人
間
の
生
理
学
の
基
本
に
の
っ
と
っ
た

指
導
の
も
と
定
期
的
に
訓
練
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
歩
く
た
め
に
は
、
ど
の
部

分
の
筋
力
や
関
節
の
訓
練
を
し
た
方

が
良
い
か
等
基
本
的
な
訓
練
を
中
心
に

行
っ
て
い
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
の
状
態

に
応
じ
た
指
導
を
個
々
が
納
得
で
き
る

よ
う
説
明
し
な
が
ら
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

参
加
者
か
ら
も
「
わ
か
り
や
す
く

納
得
で
き
て
訓
練
し
や
す
い
」「
固
ま

●八郷町保健センター　電話43－ 6655

けんこう通信
　メールでの相談も受付けています。
　hoken@town.yasato.ibaraki.jp 

り
か
け
て
い
た
関
節
等
が
動
き
や
す
く

な
っ
た
」「
動
き
が
ス
ム
ー
ズ
に
な
っ

た
」「
筋
力
が
少
し
ず
つ
戻
っ
て
い
く

の
が
わ
か
る
」
等
の
感
想
も
聞
か
れ
て

い
ま
す
。

　

関
心
の
あ
る
方
は
一
度
見
学
に
お
い

で
く
だ
さ
い
！

健
検(

診)

結
果
は
い
か
が
で
し

た
か

　

前
半
の
各
種
健
（
検
）
診
が
終
了
し

ま
し
た
。
胃
が
ん
・
乳
が
ん
・
子
宮
が

ん
の
各
種
検
診
の
結
果
は
い
か
が
で
し

た
か
。「
要
精
密
」
に
な
っ
た
方
で
ま

だ
病
院
受
診
し
て
い
な
い
方
は
、
早
め

に
受
診
し
て
下
さ
い
。

　

基
本
健
康
診
査
も
柿
岡
地
区
、
林
地

区
、
瓦
会
地
区
、
小
桜
地
区
の
一
部
は

終
わ
り
、
希
望
者
に
は
結
果
説
明
会
も

行
い
ま
し
た
。
も
う
一
度
、
結
果
を
参

考
に
食
事
や
運
動
等
を
中
心
に
生
活
の

見
直
し
を
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。今後

の
基
本
健
康
診
査
予
定

詳
細
は
回
覧
を
ご
覧
下
さ
い
。

＊
対
象
者
に
は
個
人
通
知
を
し
ま
す
が

　

通
知
が
な
く
て
も
受
診
で
き
ま
す
。

不
審
な
電
話
に
注
意
を
！　

　

最
近
「
保
健
セ
ン
タ
ー
の
職

員
を
名
乗
り
、
エ
イ
ズ
や
婦
人
病
な
ど

に
つ
い
て
個
人
情
報
を
聞
き
出
す
電
話

が
あ
っ
た
」と
の
苦
情
が
あ
り
ま
し
た
。

　

役
場
や
保
健
セ
ン
タ
ー
な
ど
か
ら
は

こ
の
様
な
電
話
問
い
合
わ
せ
は
一
切
い

た
し
ま
せ
ん
の
で
御
注
意
下
さ
い
。

出
前
健
康
相
談
の
お
知
ら
せ

　

保
健

セ
ン
タ
ー
で
は
、

保
健
師
が
そ
れ

ぞ
れ
の
地
区
を

ま
わ
り
、
健
康

に
つ
い
て
の
相

談
を
う
け
る
出

前
健
康
相
談
を

実
施
し
て
い
ま

す
。
血
圧
測
定
、

尿
検
査
な
ど
簡

単
な
検
査
も
無

料
で
行
っ
て
い

ま
す
の
で
、
ど

な
た
で
も
お
気

軽
に
お
い
で
下

さ
い
。

内
容

・
血
圧
測
定　

・
尿
検
査　

・
血
糖
値
測
定
、

そ
の
他リ

ハ
ビ
リ
教
室
の
ご
案
内

　

心
身
の
機
能
が
低
下
し
て
い

る
人
に
対
し
て
必
要
な
訓
練
を
行
い
、

心
身
の
機
能
の
維
持
回
復
を
は
か
り
、

寝
た
き
り
や
閉
じ
こ
も
り
の
予
防
等
を

目
的
と
し
て
リ
ハ
ビ
リ
教
室
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
　
　

対
象
者

　

町
内
在
住
で
40
歳
以
上
の
人

基本健康診査日程
期　　　日　　　　　 場　　所　　　　

10月12日（火） 午前 9時 30分～ 11時 園部地区コミュニティーセンター午後 1時 30分～　3時

10月13日（水） 午前 9時 30分～ 11時 東成井田園都市センター午後 1時 30分～　3時

10月18日（月）
午前 9時 30分～ 11時 鶴沼農村集落センター
午後 1時 30分～　3時 片野集会所

10月19日（火） 午前 9時 30分～ 11時 恋瀬地区公民館午後 1時 30分～　3時

10月20日（水）
午前 9時 30分～ 11時 大増多目的センター
午後 1時 30分～　3時 吉生公民館

10月21日（木） 午前 9時 30分～ 11時 小幡地区公民館午後 1時 30分～　3時

10月22日（金）
午前 9時 30分～ 11時 小幡地区公民館
午後 1時 30分～　3時 （旧）朝日小学校体育館

出前健康相談日程

場　　　　所　 日　　　　　　程　　　　
小幡地区公民館 10月  5日 12 月 14 日 2月 15 日
葦穂地区多目的研修センター 10月  6日 12 月 15 日 2月 16 日
恋瀬地区公民館 10 月  7日 12 月 16 日 2月 17 日
瓦会地区多目的研修センター 11月  9日 1月 11 日 3月 15 日
園部地区コミュニティーセンター 11 月10日 1月 12 日 3月 16 日
林地区公民館 11 月11日 1月 13 日 3月 17 日
小桜地区公民館 11 月12日 1月 14 日 3月 18 日
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現
代
に
残
さ
れ
た
史
料
は
歴
史
の
断
片
を
映

し
て
い
る
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
そ
の
隙
間
を
埋
め

よ
う
と
人
々
は
昔
か
ら
歴
史
の
叙
述
を
行
い
、

想
像
力
を
働
か
せ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
一
つ
が

合
戦
記
で
す
。

　

現
代
の
歴
史
物
語
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て

い
る
の
は
、
元
禄
時
代
に
秋
田
の
人
々
に
よ
っ

て
行
わ
れ
た
歴
史
調
査
で
す
。

　

戦
国
が
終
わ
り
、
佐
竹
氏
が
秋
田
に
移
っ
て

百
年
も
経
つ
と
、
家
臣
の
本
分
家
が
不
分
明
に

な
っ
て
争
い
が
起
き
た
り
、
家
臣
間
の
家
格
を

巡
っ
て
ト
ラ
ブ
ル
も
起
こ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
支
配
体
制
強
化
の
面
か
ら
も
家
格
統
制
が

必
要
と
な
り
、
系
図
や
古
文
書
を
提
出
さ
せ
る

と
と
も
に
、
こ
れ
を
契
機
と
し
て
本
格
的
な
歴

史
編
纂
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
一
環
と
し
て
秋
田
藩
の
中
村
与
助
と
大

和
田
内
記
が
元
禄
十
年
（
一
六
九
七
）
三
月
に

常
陸
へ
出
張
調
査
を
行
い
ま
す
。
佐
竹
氏
の
旧

家
臣
や
旧
跡
を
巡
り
「
金
砂
紀
行
」
と
い
う
記

録
を
残
し
ま
し
た
が
、
手
這
坂
合
戦
に
つ
い
て

は
執
拗
に
現
地
を
探
し
て
い
ま
す
。
す
で
に
合

戦
記
が
秋
田
に
あ
り
、
そ
の
現
地
調
査
が
大
き

な
目
的
の
一
つ
だ
っ
た
か
ら
で
す
。

　

筑
波
で
尋
ね
て
全
く
分
か
ら
ず
、
十
三
塚
へ

出
、
小
幡
の
手
前
の
二
舘
と
い
う
所
の
行
人
が

知
っ
て
い
る
と
聞
き
、
尋
ね
て
行
き
ま
す
。
案

内
人
に
は
、
も
う
帰
ろ
う
と
か
寺
で
休
も
う
な

ど
と
尻
込
み
さ
れ
、
当
の
行
人
は
「
浅
ま
し
き

有
様
に
て
畑
う
な
ひ
け
る
が
二
舘
を
不
機
嫌
に

て
教
え
け
る
程
に
気
嫌
を
取
て
案
内
を
頼
み
」

と
い
う
状
況
で
し
た
が
、
何
と
か
現
地
を
踏
査

で
き
ま
し
た
。

　

全
く
同
じ
三
月
、
秋
田
の
民
間
の
歴
史
家
で

あ
る
戸
部
一　

が
常
陸
の
調
査
を
行
っ
て
い
ま

す
。
真
壁
氏
と
戸
部
氏
と
の
間
に
、
現
地
調
査

の
依
頼
と
報
告
の
往
復
書
簡
が
残
っ
て
い
ま
す

の
で
、
柿
岡
氏
や
上
曽
氏
ら
、
同
様
に
秋
田
に

移
っ
た
人
々
も
恐
ら
く
戸
部
氏
に
故
郷

の
歴
史
調
査
を
依
頼
し
て
い
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
戸
部
一　

は
翌
年

正
月
に
奥
羽
・
北
関
東
の
合
戦
記
と
し

て
著
名
な
「
奥
羽
永
慶
軍
記
」
を
完
成

さ
せ
、
こ
の
中
に
手
這
坂
合
戦
も
載
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
柿
岡
氏
は
幕
末
に
は
柿
岡
林

宗
な
ど
の
学
者
を
輩
出
し
、
上
曽
直
江

は
明
治
に
太
田
資
正
書
状
な
ど
を
伝
え

八
郷
の
歴
史　
(42)

て
い
ま
し
た
が
、
現
在
の
子
孫
の
行
方
は
分
か

っ
て
い
ま
せ
ん
。
秋
田
に
移
っ
た
彼
ら
の
行

方
や
所
蔵
史
料
が
見
つ
か
れ
ば
、
八
郷
町
に
と

っ
て
も
大
き
な
財
産
と
な
る
で
し
ょ
う
。（
小

田
軍
記
で
は
手
葉
井
坂
合
戦
で
表
記
さ
れ
て
い

る
）

町
史
編
さ
ん
専
門
調
査
員　

中
世　

寺
崎
大
貴

元
禄
の
歴
史
調
査

図書室からご案内

○一般図書

晩鐘（上）　　　　　　　　　　乃南　アサ

晩鐘（下）　　　　　　　　　　乃南　アサ

ジャージの二人　　　　　　　　長嶋　　有

表現力があなたを変える　　　　宮川　俊彦

幼稚園では遅すぎる　　　　　　井　　深大

星々の舟　　　　　　　　　　　村山　由佳

刀　　　　　　　　　　　　　　辻　　仁成

ある愛の詩　　　　　　　　　　新堂　冬樹

天下城（上）　　　　　　　　　佐々木　譲

天下城（下）　　　　　　　　　佐々木　譲

　　　　　　　　　　　

○児童図書

ひな市　　　　　　　　　　　　三谷　亮子

あなたの声がすき　　　　　　　渡川　浩美

ふしぎな絵かき歌　　　　　　　小倉　　明

ふじぎなジロン　　　　　　　　山末やすえ

クマのたんす　　　　　　　　　茂市久美子

きみのおかげだよ　　　　　　　笹山　久三

ねむの木ゆうびん　　　　　　　阿部　正子

ゆめろうそく　　　　　　　　やすいすえこ

のらネコの子守歌　　　　　　松居スーザン

とりかえっことりかえっこ　　　森山　　京

※図書室の未返却本が 300 冊以上ありま

す。お心あたりのある方は、返却してい

ただきますようお願いいたします。なお、

紙芝居も多数ありますので、ぜひご利用

ください。

八郷町中央公民館  電話 43－6262

○本の貸し出しは 1人当たり 1
回 5冊までです。
○貸し出し期間は 2週間です。
土･日もご利用できます。

悠 嚴 巖 

悠 嚴 巖 





●まちの話題できごと

親子で協力！木工教室

楽しかったね
サマーフェスティバル

商工会盆踊りでにぎわう
　8 月 7 日、

八郷町森林組

合（木崎眞組

合長）主催の

親子木工教室

が八郷町つく

ばねオートキ

ャンプ場で開

かれました。

町内に住む小学生の親子25名が参加し、椅子、机、

本棚などを製作。参加者のほとんどが自分で家具を

作るのは初めてでしたが、親子協力し合ってそれぞ

れの作品を完成させ、その出来ばえにみんな

満足げでした。

　八郷町商工会青年

部主催の盆踊り大会

が8月28日に商工

会館駐車場を会場に

開催されました。会

場には商工会青年部

によるヨーヨー釣り

や焼きそばなどの夜

店が立ち並び、多くの来場者でにぎわいました。八

郷音頭を踊ったり、ビンゴゲームが行われたりし

たほか、柿岡下宿の皆さんがお囃子「横室」を披

露。お囃子では、

ちょうちんの灯

りで照らし出さ

れて幻想的なお

かめや狐に、観

客は見入ってい

ました。

第
13
回
硯
友
会
書
展
開
催

　

八
郷
町
硯
友
会
（
秋
山
孤
石
会

長
）
の
書
展
が
８
月
17
日
か
ら
23
日
ま

で
、
八
郷
町
中
央
公
民
館
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

同
会
は
町
内
の
書
家
た
ち
が
、
流
派

や
系
列
に
こ
だ
わ
ら
ず
書
道
を
愛
す
る

と
い
う
点
で
団
結
し
、
平
成
２
年
に
発

足
。
会
員
の
作
品
発
表
の
場
と
し
て
毎

年
一
回
開
催
し
て
い
る
書
展
は
、
今
年

で
13
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　

展
示
さ
れ
た
作
品
は
、
会
員
の
作
品

36
点
の
ほ
か
、
会
員
が
開
く
書
道
塾
に

通
う
小
学
生
か
ら
高
校
生
ま
で
の
作
品

（
半
紙
）
２
８
７
点
。
会
員
の
作
品
は
、

漢
詩
、
俳
句
、
詞
な
ど
の
掛
軸
や
額
、

屏
風
仕
立
て
の
も
の
も
あ
り
、
多
彩
。

開
催
期
間
中
多
く
の
人
が
訪
れ
、
書
作

品
を
味
わ
い
ま
し
た
。

　8月21・22日の2日間、恋瀬サマーフェスティ

バルが恋瀬小学校を会場に開催されました。

　これは、同地区子ども会育成会が夏休みを利用し、元

気でたくましい子どもたちをを育てる活動の一環として

毎年実施しているもので、今年で6回目を迎えます。

　当日は同小学校の1年生から6年生まで合わせて

111名が参加し、お父さん、お母さんと一緒に竹鉄砲を

作ったり、カレーを作ったりして、みんなで協力して作

る楽しさを知りました。夜は、レクリエーションやアニ

メ映画の上映、星の観測などが行われ、思い出に残る一

夜を過ごしました。また、希望した児童たちは、グラウ

ンドに張ったテントに一泊。普段できない体験に子ども

たちはワクワク、ド

キドキした様子でし

た。　





になりました。ここまで来たら達人の域ですわ」「言葉

に化粧をしましょう。それは、豊かな心を育みます。み

なさんには、ほ
・ ・

らの言える夫婦であってほしい」と締め

くくりました。

　

広
報
や
さ
と
の
14
・
15
㌻
「
み
ん
な

の
広
場
」
習
字
コ
ー
ナ
ー
、
や
さ
と
文

芸
、
わ
た
し
も
一
言
、
イ
ラ
ス
ト
へ
の

投
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。　

広
報
係
か
ら
の
お
知
ら
せ

旧朝日小学校の藤を守る
　巨樹の会（小林文男会長）の皆さんが、7月9日に旧

朝日小学校の藤の木の剪定を行いました。

　この藤は、昭和23年に小桜第二小学校として同校の

校舎が新築されたときに、中山集落の皆さんが山から掘

り出し、記念樹として校庭に植えたものです。毎年中山

集落の皆さんやＰＴＡの皆さんによって手入れが行われ

てきましたが、同校が今年の3月に閉校となってから

は、巨樹の会の皆さんが藤の手入れに乗り出しました。

　同会は、保存樹の発掘、そして認定に努めており、八

郷町文化協会の加盟団体となっています。会長の小林さ

んは「藤は、花を咲かせたあとに出来るマメ状の実を剪

定しないと、翌年に花が咲かなくなってしまいます。保

護事業の一環として藤の木の剪定を行いました。このよ

うな活動を今後も続けていく予定です」と抱負を語りま

した。

　長年、花の咲

く時期には地域

の人々を喜ばせ

てきた藤。これ

からもみごとな

花を咲かせる

ことでしょう。

三瀬顕さん笑顔で人権語る
　8月25日、人権教育研修会が八郷町中央公民館で開

催され、ＮＨＫテレビ「生活笑百科」でおなじみの弁護

士・三瀬顕さんを講師に迎え、「弁護士生活笑百科～笑

顔で語る人権・・・」と題する講演が行われました。

　三瀬さんは、ユーモアを交えた語りで、人権について

分かりやすく講演。幸福と人権について語り、「幸福と

は温かい家庭です。家族団欒がありますか。笑いがこぼ

れますか。今一度、夫婦・親子の語り合いを確認しませ

んか」と会場に呼びかけました。また、「人権は平等に

いきわたらなければいけません。いろいろな法が制定さ

れていますが、法的な措置では限界がある。みなさんの

意識で変えていかなくてはならんのです」と力説。最後

は、ご自分の夫婦喧嘩の体験談をされ、「思ってなくても、

先に謝ってしまうんです。私は今では心から謝れるよう

●まちの話題できごと

ス
カ
イ
フ
ェ
ス
タ
２
０
０
４

開
催
の
お
知
ら
せ

　

10
月
16
日
（
土
）
か
ら
19
日
（
火
）

ま
で
、
筑
波
山
周
辺
を
会
場
に
「
パ
ラ

グ
ラ
イ
デ
ィ
ン
グ
パ
ン
パ
シ
フ
ィ
ッ

ク
オ
ー
プ
ン
in
筑
波
」
が
開
催
さ
れ
ま

す
。
こ
の
大
会
は
、
パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー

の
ス
ピ
ー
ド
や
テ
ク
ニ
ッ
ク
な
ど
を

競
う
競
技
で
、
国
内
外
か
ら
約
２
０
０

名
の
選
手
が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
大
会
に
合
わ
せ
て
、
大
会
初
日

に
「
ス
カ
イ
フ
ェ
ス
タ
２
０
０
４
」
を

開
催
。
地
域
の
文
化
・
物
産
の
紹
介
や

熱
気
球
体
験
搭
乗
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
当

日
は
足
尾
山
を
離
陸
し
た
選
手
が
真

壁
町
立
桃
山
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
に

着
地
し
ま
す
の
で
、
迫
力
あ
る
着
地

シ
ー
ン
が
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

開
催
日　

10
月
16
日
（
土
）

場　

所　

真
壁
町
立
桃
山
中
学
校
グ
ラ

　
　
　
　

ウ
ン
ド

時　

間　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

問
い
合
わ
せ
先

真
壁
町
役
場
企
画
課
ま
ち
づ
く
り
振
興

室
（
℡
０
２
９
６
・
５
５
・
１
１
１
１
／

内
線
２
１
０
・
２
１
１
）





　
　

短　

歌　
　
　
　
　
　

大
塚　

誠　

選

パ
セ
リ
葉
を
静
か
に
食は

み
ゐ
し
黄
揚
羽
の
幼
虫
今
朝
は
蛹
さ
な
ぎ
と
な
り
ぬ　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山　

崎　

荒
井　

幸
子

白
蝶
の
止
ま
っ
た
よ
う
な
白
い
花
綠
葉
の
上
に
咲
い
て
清
し
い　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

月　

岡　

萩
原　

照
子

掌
て
の
ひ
らに

二
つ
共
載
る
幼お
さ
な
ご児

の
こ
の
赤
き
靴
小
舟
の
ご
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

弓　

弦　

雨
貝　

和
江

　
　

俳　

句　
　
　
　
　
　

綿
引　

鼓
峰　

選

せ
せ
ら
ぎ
に
そ
う
て
翡か
わ
せ
み翠

飛
び
去
り　
　
　
　
　

片　

野　

加
藤
か
つ
市

懸
造
り
の
高
き
を
誇
り
寺
涼
し　
　
　
　
　
　
　

瓦　

谷　

山
崎　

景
子

西
光
院
蔵
す
る
山
の
蝉
時
雨　
　
　
　
　
　
　
　

瓦　

谷　

鈴
木　

浦
子

　
　

俚　

謡　
　
　
　
　
　

鈴
木　

弦
月　

選

介
護
す
る
手
に
甘
い
て
す
が
る
湯
気
が
と
り
も
つ
嫁
姑　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

下　

林　

額
賀　

力
江

夫
の
退
院
湯
舟
に
つ
か
り
添
う
て
浴
衣
の
夕
餉
膳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

下　

林　

白
井
冨
喜
江

湯
宿
の
ん
び
り
浮
世
の
憂
さ
も
洗
い
流
し
て
夫
婦
旅柿　

岡　

鈴
木
千
代
子

習
字
コ
ー
ナ
ー

柿
岡
小
一
年　

か
わ
い　

た
く
ま

たのしいきもちで
心のこもった作です。

林
小
四
年　

上
田　

省
平

明るく伸々して
元気な作です。

●
や
さ
と
文
芸

みんなの広場

●皆さんが作る
ページです。
作品をお寄せく
ださい。

評　

玄
潮
会
理
事　

森　

浩
亭

●「
わ
た
し
も
一
言
」

市
町
村
の
合
併
が
今
な
ぜ
必
要
か
は
、
末
端
の
私
な
ど

に
は
よ
く
理
解
し
か
ね
る
問
題
で
す
が
、
地
方
分
権

が
進
展
す
る
中
、
昨
今
の
少
子
・
高
齢
化
や
Ⅰ
Ｔ
革
命
、
さ

ら
に
は
深
刻
化
す
る
環
境
問
題
な
ど
に
的
確
に
対
応
す
る
の

に
は
、
現
在
の
ま
ま
の
市
町
村
の
体
制
で
は
十
分
な
対
応
が

極
め
て
難
し
い
状
況
に
あ
り
、
財
政
的
に
も
多
様
な
住
民

ニ
ー
ズ
に
応
え
る
行
政
能
力
に
は
限
界
が
あ
り
ま
す
。
こ
う

し
た
現
実
を
考
え
市
町
村
の
合
併
が
進
め
ら
れ
、
当
町
で
も

石
岡
市
周
辺
の
合
併
に
積
極
的
に
参
画
し
て
き
ま
し
た
が
、

協
議
会
委
員
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
関
係
部
署
の
方
々
の
ご
努

力
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
他
市
町
村
の
都
合
で
合
併
協
議
会
が

解
散
す
る
に
至
っ
た
事
は
極
め
て
残
念
に
思
い
ま
す
。
新
聞

の
報
道
に
よ
る
と
「
合
併
の
法
定
協
議
会
を
こ
の
ま
ま
続
け

て
将
来
に
禍
根
を
残
す
よ
り
、
将
来
の
合
併
に
向
け
て
発
展

的
に
解
消
を
図
る
」な
ど
ど
い
う
理
解
に
苦
し
む
結
論
に
は
、

比
較
的
ス
ム
ー
ズ
に
協
議
会
が
推
進
さ
れ
て
き
た
だ
け
に
期

待
は
ず
れ
の
空
し
さ
を
強
く
感
じ
ま
す
。
町
内
に
は
協
議
会

を
再
開
さ
せ
よ
う
と
い
う
動
き
も
あ
る
よ
う
で
す
が
、
相
手

の
あ
る
こ
と
で
す
か
ら
、
最
善
の
道
が
開
け
る
か
ど
う
か
期

待
を
寄
せ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

小
見　

小
熊
和
男
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●

【
材
料
４
人
分
】

○
あ
じ 

小
12
尾
○
片
栗
粉 

適
宜
○
サ
ラ
ダ
油 

適
宜

○
玉
ね
ぎ 

１
／
２
個
○
赤
ピ
ー
マ
ン 

１
個
（
ま
た
は
、

に
ん
じ
ん 

１
／
２
本
）
○
青
ピ
ー
マ
ン 

１
個
○
調
味

料
Ａ
｛ 

酢 

１
０
０
cc
・
醤
油 

大
さ
じ
５
・
み
り
ん 

大
さ
じ
３ 

｝
○
赤
唐
辛
子 

１
本

【
作
り
方
】
①
あ
じ
は
小
さ
な
も
の
を
用
意
す
る
。
ぜ

い
ご
、
え
ら
、
わ
た
を
取
り
除
き
、
片
栗
粉
を
つ
け

る
。
②
あ
じ
を
油
で
揚
げ
る
。
骨
に
火
が
通
り
、
ブ
ツ

ブ
ツ
音
が
す
る
ま
で
気
長
に
か
ら
り
と
揚
げ
る
。
③
玉

ね
ぎ
、
赤
ピ
ー
マ
ン
、
青
ピ
ー
マ
ン
を
薄
切
り
に
す
る
。

④
混
ぜ
た
調
味
料
Ａ
に
赤
唐
辛
子
を
小
口
切
り
に
し
て

入
れ
、揚
げ
た
あ
じ
を
熱
い
う
ち
に
南
蛮
酢
に
入
れ
る
。

⑤
④
に
③
を
加
え
、
１
時
間
く
ら
い
漬
け
て
お
く
。

イ
ラ
ス
ト

わ
が
家
の

　
　
　

ア
イ
ド
ル


家
族
か
ら
の
一
言

　

わ
ん
ぱ
く
盛
り
の
元
気
な
男
の
子

で
す
。
最
近
は
救
急
車
や
消
防
自
動

車
の
オ
モ
チ
ャ
が
大
の
お
気
に
入
り

で
、
一
日
中
飽
き
る
こ
と
な
く
遊
ん

で
い
ま
す
。
散
歩
に
行
こ
う
と
声
を

掛
け
る
と
自
分
で
帽
子
と
靴
を
用
意

し
、
待
ち
き
れ
ず
外
へ
飛
び
出
し
て

い
き
ま
す
。
人
を
思
い
や
る
、
優
し

い
子
に
な
っ
て
ね
。

あ
じ
の
南
蛮
漬
け

食生活改善推進員（ヘルスメイト）

　　　原田　とみ子　（半田）

平
成
15
年
３
月
２
日
生
ま
れ

P．N　　 ヨ シ

みんなの広場

塚
中　

天ま

ひ

ろ寛
ち
ゃ
ん

小
幡

父　

誠
さ
ん　

母　

美
幸
さ
ん

柿岡　田口　真帆P.N　エビ

上曽　木村　はる江P.N　ミツ 柿岡　小松﨑　理沙

わ
た
し
の
手
料
理





3つの答えの中から正解を選びハガキに書いて
送ってください。
①今年の敬老の日は、次のどの日ですか？
Ａ－9月15日　Ｂ－9月20日　Ｃ－9月
21日
②農業所得の計算は何年分からすべての方が収
支計算に移行することになりますか？
Ａ－平成16年分　Ｂ－平成17年分　Ｃ－平
成18年分
③8月25日の人権教育研修会で講演を行った
三瀬顕さんが出演しているテレビ番組は何です
か？
Ａ－生活大百科　Ｂ－弁護士生活笑百科　Ｃ－
生活笑百科
【応募の方法】

☆ハガキに広報クイズ198と書き、答えの記
号（例①－Ａ）、住所、氏名、年齢、世帯主と「私
もひとこと」へのご意見や広報の感想などを書
いて送ってください。イラストなども大歓迎。
☆締切日　平成16年10月15日（当日消印有効）
☆応募先　〒315-0195　八郷町柿岡5680-1
　　　　　　八郷町役場秘書広聴課
☆当選者の発表　　本紙11月号
［広報クイズ196の当選者の発表］

正解は①－Ｂ、②－Ｃ、③－Ｂでした。応募総
数44通、正解37通の中から次の10人が当
選しました。
飯島真澄（大増）飯島葉子（真家）菅谷健一（東
成井）鈴木翔太（月岡）関口正子（柿岡）千葉
希美（柿岡）仲田恵美子（下林）萩原邦男（片
岡）長谷川和夫（大増）細谷光夫（片野）

【敬称略】

全問正解者のなかから抽選
で素敵な賞品が当たるよ

広報やさとは、町内の常陽銀行、水戸信用金庫、各郵便局、コンビニエンスストアー（セイコーマート各店、セブンイレブン）、恋瀬出張所、園部出張所に置いてあります。

●
発
行
／
八
郷
町
役
場
●
編
集
／
秘
書
広
聴
課
・
茨
城
県
新
治
郡
八
郷
町
柿
岡
5680-1

●
TE
L0299-43-1111（

内
線
1343）

●
FA
X0299-43-6732

●
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
h
ttp
://w

w
w
.to
w
n
.ya
sa
to
.ib
a
ra
ki.jp

●
Ｅ
－
ｍ
ａ
ｉ
ｌ
　
in
fo
@
to
w
n
.ya
sa
to
.ib
a
ra
ki.jp

●
ｉ
モ
ー
ド
版
　
h
ttp
://w

w
w
.to
w
n
.ya
sa
to
.ib
a
ra
ki.jp

/i/
●
ｖ
ｏ
ｄ
ａ
ｆ
ｏ
ｎ
ｅ
ｌ
ｉ
ｖ
ｅ
版
　
h
ttp
://w

w
w
.to
w
n
.ya
sa
to
.ib
a
ra
ki.jp

/j/

　八郷町ふるさとの史跡守り隊（鈴木俊勝隊長）主催、八郷町ふ
るさと体験協議会（木﨑眞会長）後援による坐禅体験会が、8月
21日に根小屋の泰寧寺で開かれました。
　同隊は、グリーン・ツーリズム～緑豊かな農村地域で自然・文
化・人々との交流を楽しむ滞在型余暇活動～の一環として、同寺
の協力のもと、毎月１回『癒しの坐禅会』を開き、大木道哉副住
職を講師に坐禅と法話のほか、交流会を行う予定です。
　同隊長の鈴木さんは「八郷町の豊かな自然は子供たちに豊かな
心を育み、おとなにとっては現代のストレス社会に疲れた心を癒
してくれる最適な場所です。日本の文化に興味がある外国人の方
などにも参加を呼びかけていきたいですね」と話します。
　町内の方も参加できます。参加定員は毎回、先着 30名（原則
として成人男女。保護者同伴なら小学校 4年生以上も可）。参加
費 1,500 円（資料、保険、茶代等の実費）。年内の開催予定は、
10/2、11/6、12/4（いずれも土曜日）の午前 9時 30 分～ 11
時 30 分（9時受付）。坐禅会終了後に、同寺境内にある歴史的
名勝・山県大弐の墓の見学会を予定しています。お申し込みは、
TEL0299-44-1815 鈴木さんまで。

グリーン・ツーリズム in やさと
豊かな自然環境の中で坐禅を体験

　

気
が
つ
く
と
、
セ
ミ
の
声
か
ら

秋
の
虫
の
声
に
変
わ
り
秋
の
気
配

が
感
じ
取
れ
る
季
節
に
な
っ
て
き

ま
し
た
。

　

8
月
に
行
わ
れ
た
ア
テ
ネ
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
で
の
日
本
選
手
の
活
躍

に
は
み
な
さ
ん
感
動
さ
れ
た
こ
と

で
し
ょ
う
。
選
手
の
目
標
へ
の
絶

え
間
な
い
努
力
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
そ
れ
を
支
え
た
人
々
が
た
く

さ
ん
い
る
こ
と
を
強
く
感
じ
ら
れ

ま
し
た
。
選
手
た
ち
の
活
躍
は
私

た
ち
に
勇
気
を
、
子
供
た
ち
に
夢

と
感
動
を
与
え
て
く
れ
た
と
思
い

ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｗ
）

　

暑
か
っ
た
夏
も
終
わ
り
、
も
う

秋
。
わ
が
家
の
保
育
所
に
通
う
子

供
た
ち
は
毎
日
運
動
会
の
練
習
に

励
ん
で
い
る
よ
う
で
す
。

　

運
動
会
で
の
私
の
役
目
は
と
い

え
ば
ビ
デ
オ
撮
影
。
人
目
も
気
に

せ
ず
少
し
で
も
い
い
位
置
か
ら
自

分
の
子
ど
も
を
撮
影
す
べ
く
右
へ

左
へ
。
我
な
が
ら
親
バ
カ
だ
な
あ

と
思
い
な
が
ら
「
そ
の
時
の
子
ど

も
の
姿
を
」
今
し
か
撮
れ
な
い
と

思
う
と
、
つ
い
頑
張
っ
て
し
ま
い

ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｓ
）


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